
心配していたインフルエンザも現在は罹患者が１名となり、落ち着いた学校生活を送っ
ています。一昨日あたりから本格的に雪が降りはじめ、いよいよ冬本番となりそうです。
朝、学校に着くと６年生が玄関前で除雪作業をしていました。本校の伝統であるとのこと。
自主的に活動する姿をたのもしく思いました。このような伝統はずっと続いてほしいと思
います。今回の学校報は、６年生中心の学校報となってしまいました。ご容赦ください。

６年生が「田沢湖・生保内１泊２日の旅」をプレゼン！
１２月１８日（火）６年生が、仙北市役所田沢湖庁舎で総合的な学習の時間に作成した

「田沢湖・生保内１泊２日の旅」の企画をプレゼンテーションしました。お世話になった

市役所の地方創生・総合戦略室の方々への恩返しの予定だったのですが、会場にはなんと

市長さんや市議会議員の方々、教育長さんを含め約６０人の方々が見に来て下さいました。

そんな状況であっても６年生は、自分たちが考えた企画をポスターや写真、小道具を使い

寸劇などを交えて堂々と発表しました。感嘆の声が上がる場面や笑いを誘う場面もあり、

グループでの発表が終わる度にたくさんの拍手をいただきました。あらためて６年生の表

現力の高さに感心しました。最後に市の地方創生・総合戦略室の方から、“素晴らしいプ

レゼンテーションだった。今回の発信にとどまらず、これからも発信し続けてほしい”と

いう主旨のコメントをいただきました。総合的な学習の時間は一般的に、課題設定、情報

収集、整理・分析、まとめ・表現というプロセスをたどるわけですが、今回のプレゼンは

見事な集大成だったと思います。

Ｓ．さんをお迎えし、夢や志について考えました！
１２月１９日（水）、６年生がＳ．商店を経営するＳ．

さんから講話をしていただきました。最初に秋田県や仙北

市の人口減少を取り上げ、「このまま人口減少が続けば、

将来この地域がなくなってしまうので、なんとかしてこの

地域を活性化していかなければならない」と訴えました。

後半は、感謝する気持ちをもつこと、夢をかなえるために

あきらめないこと、さらに夢だけでなく使命感とも言える

志をもってほしいことなどについて話してくれました。子

どもたちからは「他人や地域のためになれる大人になりた

い」「家族や友達に感謝の気持ちを伝えようと思う」「夢に向かってくじけないでがんば

りたい」などの感想がありました。この地域のことや自分の将来について考える貴重な時

間になりました。

こんなにもたくさんの方々が… 田沢湖の冬をテーマに… テレビ番組風のプレゼンも

夢や志について語るＳ．さん
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